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BP:2種ガイド付きタッピンねじA:1種タッピンねじ B:2種タッピンねじ

ねじ種類記号

C:3種タッピンねじ

M:ミリ小ねじ Dr:ドリルねじ SW:スプリングワッシャーPW:平ワッシャー

ガラス厚10mmまで対応

接着剤充填

縦断面図　S=１／２

笠木ジョイント表面処理：陽極酸化塗装複合皮膜
1 殿足元二本ボルト 1

仕上色：アルマイトカラー（標準規格色）2 2
足元コの字アンカー

3 Ｚ
足元埋め込み

4 殿 ラルゴガラス型（スウィン）
ＬＡＫ１５Ｎ５０ＧＲＳＳＷベースアンカー5

ツインアンカー下穴径:16φ→16～18φ2022/08/08

実際には施工誤差等が生じるため寸法に余裕を持たせる必要があります。

手摺埋め込み部と鉄筋が干渉しないよう躯体寸法、配筋位置を確認、設定してください

ｶﾞﾗｽｶﾊﾞｰ材115
CT-XV-016

笠木115
CT-XV-027

先付ﾋﾞｰﾄﾞ
CT-XV-532

シーリング（別途）

ｽｳｨﾝ縦枠受50用
CT-XV-040

ｽｳｨﾝ縦枠1
CT-XV-039

シーリング(別途)

ｾｯﾃｨﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ t10（別途)
ガラス端部から100程度

持出ｶﾞﾗｽ下枠45×30
CT-XV-024

なべC5*16(ゆるみ止め)
CT-NB-329

持出下枠ﾌﾞﾗｹｯﾄ50
CT-XV-519

なべBP4*20G5
CT-NB-200

支柱50×50ﾊﾟｯｷﾝ
CT-XV-587

支柱50×50
CT-XV-001

CT-NB-328
ﾄﾗｽC4*12(ゆるみ止)

CT-NB-328
ﾄﾗｽC4*12(ゆるみ止)

水抜き用隙間

支柱50×50
CT-XV-001

ｶﾞﾗｽｶﾊﾞｰ材115
CT-XV-016

笠木115
CT-XV-027

なべﾃｸｽﾋﾞｽ5*19
CT-NB-351

笠木壁付けｱﾙﾐﾌﾞﾗｹｯﾄ
CT-XV-590

端部ブラケット部分詳細図　S=１／２

ｴﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ115(左)皿Dr4*13D6
CT-XV-575CT-NB-244

オールアンカーM8*50 SUS
皿ばね座金付ナット
CT-NB-223

CT-NB-315
ﾄﾗｽM4*8

水抜き穴 6φ×1ヶ所

CT-NB-315
ﾄﾗｽM4*8

ここでジョイントしない

CT-XV-537
90°ｺｰﾅｰ連結金具2

CT-NB-328
ﾄﾗｽC4*12(ゆるみ止)

ｶﾞﾗｽ下枠ｺｰﾅｰ連結金具
CT-XV-539

CT-XV-024
持出ｶﾞﾗｽ下枠45×30

ﾄﾗｽM4*8
CT-NB-315

ここでジョイントしない

ｶﾞﾗｽ下枠ｺｰﾅｰ連結金具
CT-XV-539

CT-NB-228
皿小ねじM4*8D6

ﾄﾗｽM4*8
CT-NB-315

CT-XV-665

CT-XV-539
ｶﾞﾗｽ下枠ｺｰﾅｰ連結金具

入隅コーナー詳細図　S=１／２

90°入隅キャップ(ガラス下枠用)

出隅コーナー詳細図　S=１／２

CT-NB-200
なべBP4*20G5

CT-XV-027

ｶﾞﾗｽｶﾊﾞｰ材115

笠木115

CT-XV-016

300に限定してください。
ガラスが入りにくいので

注意！ 出隅コーナーの場合

ガラス組込み順

ガ
ラ

ス
組

込
み

順

ここでジョイントしない

薄型化粧ｷｬｯﾌﾟ50
CT-XV-620

手摺姿図　S=1／10
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支柱補強材50(M12)
CT-XV-528 L=400
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外　部

横断面図　S=１／２

水抜き穴 6φ×3ヶ所
（両サイド＋中央）

なべC4×8 ｽｳｨﾝ縦枠受50用 ｾｯﾃｨﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ t10（別途）
CT-NB-273 CT-XV-040 ガラス端部から100程度

ｽｳｨﾝ縦枠1
CT-XV-039

ガラス組込み順

ｴﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ115
CT-XV-575

なべﾃｸｽﾋﾞｽ5*19
CT-NB-351

トラスC4*12D8
端部100＠600以下 CT-NB-307

オールアンカーM8*50 SUS
皿ばね座金付ナット
CT-NB-223

シーリング（別途）

端部ｶﾞﾗｽ枠押縁
持出下枠ｴﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟCT-XV-099
CT-XV-508　上下逆使い端部ｶﾞﾗｽ枠
皿Dr4*13D6CT-XV-098
CT-NB-244

なべM5*8(ゆるみ止)
CT-NB-313

持出下枠ﾌﾞﾗｹｯﾄ50
CT-XV-519

なべC5*16(ゆるみ止)
CT-NB-329

支柱50×50
CT-XV-001

CT-NB-328
ﾄﾗｽC4*12(ゆるみ止)

CT-XV-528
支柱補強材50(M12)

端部50 ＠300以下

先付ﾋﾞｰﾄﾞ
CT-XV-532

薄型化粧ｷｬｯﾌﾟ50
CT-XV-620

Ｗ（計算による）
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BP:2種ガイド付きタッピンねじA:1種タッピンねじ B:2種タッピンねじ

ねじ種類記号

C:3種タッピンねじ

M:ミリ小ねじ Dr:ドリルねじ SW:スプリングワッシャーPW:平ワッシャー

ガラス厚10mmまで対応

接着剤充填

縦断面図　S=１／２

笠木ジョイント表面処理：陽極酸化塗装複合皮膜
1 殿足元二本ボルト 1

仕上色：アルマイトカラー（標準規格色）2 2
足元コの字アンカー

3 Ｚ
足元埋め込み

4 殿 ラルゴガラス型（スウィン）
ＬＡＫ１５Ｎ６０ＧＲＳＳＷベースアンカー5

ツインアンカー下穴径:16φ→16～18φ2022/08/08

外　部

横断面図　S=１／２
実際には施工誤差等が生じるため寸法に余裕を持たせる必要があります。

手摺埋め込み部と鉄筋が干渉しないよう躯体寸法、配筋位置を確認、設定してください

ｶﾞﾗｽｶﾊﾞｰ材115
CT-XV-016

笠木115
CT-XV-027

先付ﾋﾞｰﾄﾞ
CT-XV-532

シーリング（別途）

ｽｳｨﾝ縦枠受60用
CT-XV-041

ｽｳｨﾝ縦枠1
CT-XV-039

シーリング(別途)

ｾｯﾃｨﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ t10（別途)
ガラス端部から100程度

持出ｶﾞﾗｽ下枠45×30
CT-XV-024

なべC5*16(ゆるみ止め)
CT-NB-329

持出ﾌﾞﾗｹｯﾄ60
CT-XV-518

なべBP4*20G5
CT-NB-200

CT-XV-533
支柱60×35ﾊﾟｯｷﾝ

支柱60×35
CT-XV-002

CT-NB-328
ﾄﾗｽC4*12(ゆるみ止)

水抜き用隙間

CT-NB-328
ﾄﾗｽC4*12(ゆるみ止)

支柱60×35
CT-XV-002

水抜き穴 6φ×3ヶ所
（両サイド＋中央）

なべC4×8 ｽｳｨﾝ縦枠受60用 ｾｯﾃｨﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ t10（別途）
CT-NB-273 CT-XV-041 ガラス端部から100程度

ｽｳｨﾝ縦枠1
CT-XV-039

ガラス組込み順

ｴﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ115
CT-XV-575

なべﾃｸｽﾋﾞｽ5*19
CT-NB-351

トラスC4*12D8
端部100＠600以下 CT-NB-307

オールアンカーM8*50 SUS
皿ばね座金付ナット
CT-NB-223

シーリング（別途）

端部ｶﾞﾗｽ枠押縁
持出下枠ｴﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟCT-XV-099
CT-XV-508　上下逆使い端部ｶﾞﾗｽ枠
皿Dr4*13D6CT-XV-098
CT-NB-244

ｶﾞﾗｽｶﾊﾞｰ材115
CT-XV-016

笠木115
CT-XV-027

なべﾃｸｽﾋﾞｽ5*19
CT-NB-351

笠木壁付けｱﾙﾐﾌﾞﾗｹｯﾄ
CT-XV-590

端部ブラケット部分詳細図　S=１／２

ｴﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ115(左)
CT-XV-575

オールアンカーM8*50 SUS
皿ばね座金付ナット
CT-NB-223

皿Dr4*13D6
CT-NB-244

出隅コーナー詳細図　S=１／２

ﾄﾗｽC4*12(ゆるみ止)
CT-NB-328

90°ｺｰﾅｰ連結金具2
CT-XV-537

ここでジョイントしない

注意！ 出隅コーナーの場合

ガラスが入りにくいので
300に限定してください。

ﾄﾗｽM4*8
CT-NB-315

水抜き穴 6φ×1ヶ所

ﾄﾗｽM4*8
CT-NB-315

ﾄﾗｽM4*8
CT-NB-315

持出ｶﾞﾗｽ下枠45×30
CT-XV-024ここでジョイントしない

CT-XV-539
ｶﾞﾗｽ下枠ｺｰﾅｰ連結金具

CT-XV-539
ｶﾞﾗｽ下枠ｺｰﾅｰ連結金具

なべBP4*20G5
CT-NB-200

CT-XV-016
ｶﾞﾗｽｶﾊﾞｰ材115

笠木115
CT-XV-027

入隅コーナー詳細図　S=１／２

ｶﾞﾗｽ下枠ｺｰﾅｰ連結金具
CT-XV-539

90°入隅キャップ(ガラス下枠用)
CT-XV-665

CT-NB-315
ﾄﾗｽM4*8

皿小ねじM4*8D6
CT-NB-228

ガラス組込み順

ガ
ラ

ス
組

込
み

順

ここでジョイントしない

薄型化粧ｷｬｯﾌﾟ60
CT-XV-621

手摺姿図　S=1／10
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（計算による）
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（計算による）

支柱補強材60(M12)
CT-XV-529 L=250

なべC5*16(ゆるみ止)
CT-NB-329

なべM5*10(ゆるみ止)
CT-NB-306

持出ﾌﾞﾗｹｯﾄ60
CT-XV-518

支柱60×35
CT-XV-002

ﾄﾗｽC4*12(ゆるみ止)
CT-NB-328

支柱補強材60(M12)
CT-XV-529

端部50 ＠300以下

先付ﾋﾞｰﾄﾞ
CT-XV-532

薄型化粧ｷｬｯﾌﾟ60
CT-XV-621

Ｗ（計算による）


